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 ● 評価方法

環境要因とヒトとの相互作用による健康影響を評価するための手法を学び、さらにその意
義と問題点を理解する。

化学物質の毒性作用と発現機構について論じることができる。

 ● 参考文献

環境汚染による健康影響の評価方法にいついて論じることができる。

研究デザイン（症例対照研究、コホート研究等）について論じることができる。

研究に適した試料の選択について論じることができる。

プレゼンテーション内容60%、討議への参加度40%で総合評価する。

演習の中で必要に応じ紹介する。

科目名 衛生学演習
科目責任者 (衛生学　教授)

　開講時期：

 ● 科目の教育目標

　一般目標 (GIO)

　行動目標 (SBOs)

環境要因による健康への影響を理解し、健康リスクアセスメントができる。

産業現場における環境測定、健康障害の把握と被害防止について論じることができる。


